
浸水対策の推進に関する基本理念を定め、市、市民及び事業者の責務を明らかにす
るとともに、浸水対策を推進するための基本となる事項を定めることにより、浸水対
策を総合的かつ計画的に推進し、市民のみなさまが安全で安心して暮らすことのでき
る岡山市を実現することを目的とします。（第１条）

基本理念を定め、市、市民及び事業者の責務を明らかにして、協働して浸水対策を
推進します。

市、市民及び事業者が浸水対策にかかる理念を共有することと併せて、協働して浸水対策に取り
組むためにそれぞれの主体が果たすべき役割を明確にしました。

資料

本市南部は、海抜ゼロメートル地帯の低平な岡
山平野に位置し、大雨の際には排水が困難な地形
のため、過去にたびたび浸水被害に見舞われてい
ます。浸水対策としては、河川や下水道の整備な
どを計画的に進めていますが、近年、全国的にも
降雨が局地化、激甚化するなど雨の降り方も変化
してきており、市民や事業者などの幅広い主体と
連携した浸水対策を進める必要があります。

このため、政令市では初めてとなる総合的な浸
水対策を定める「岡山市浸水対策の推進に関する
条例」を制定しました。

協働

市：浸水対策を推進するとともに、
市民・事業者の意識啓発に努める

市民：浸水対策について理解、関心を深め、
地域の浸水対策に努める

事業者：地域社会の一員であることを認識し、
市・市民とともに浸水対策の推進に努める

第１章 総則 （第2条～6条）

「岡山市浸水対策の推進に関する条例」の概要
（平成29年4月1日施行）

条例の目的とポイント

条例の目的

条例制定の背景

条例のポイント

市

市民

事業者

平成6年7月 岡山市北区錦町地内
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岡山市浸水対策推進協議会を設置します。
浸水対策を効果的に進めるため、広く有識者等から

意見をお聴きするための協議会を設置します。

市民や事業者が行う雨水流出抑制の取り組み
への財政支援等を行います。
市民や事業者が、積極的に浸水対策に取り組めるよ

う雨水流出抑制施設の設置に対する技術的な助言や
財政支援を行います。

一定規模以上の開発行為等に際して、雨水の
一時貯留など流出抑制にかかる雨水排水計画
の協議を義務化します。
雨水排水計画の協議と、これに基づく対策の実施に

よって、開発と浸水対策の両立を図ります。

基本計画を策定し、浸水対策を総合的かつ
計画的に推進します。

浸水対策の方向性を定める基本計画を策定し、河
川や下水道の整備、公共施設などへの雨水流出抑制
施設の設置、農業用水路等の水位の事前調整、水防
体制に関する普及啓発を図るなど、浸水対策を総合
的かつ計画的に進めます。

第2章 浸水対策の基本的な施策等
（第7条～１３条）

第3章 開発行為等における雨水排水計画の協議等
（第14条～18条）

第４章 市民及び事業者への支援 （第19条）

第５章 岡山市浸水対策推進協議会
（第20条～第23条）

流域全体で取組む浸水対策の方向性を定める

河川整備

農地保全

公共施設貯留

排水機場整備

森林保全

個人等が取組む雨水流出抑制対策への支援

雨水排水計画の事前協議を義務化

岡山市浸水対策推進協議会

有識者 関係団体等

雨水浸透

イメージ図

どのように
して雨水流
出抑制を行

うか？

岡山市と協議

開発事業者等



2020/12/15 1

「岡山市浸水対策行動計画2019」に基づく主な取組み

土のう配布実施状況 可搬式ポンプ試運転実施状況 出前講座実施状況

地域の防災訓練状況 避難確保計画作成支援講習会実施状況洪水・土砂災害ハザードマップ

浦安1１号雨水幹線整備状況今保排水区白石ポンプ場完成イメージ

⻄部総合公園における
砕石貯留槽設置状況

約50cm低下

⽤水路の事前の水位調整状況⺠間事業者による
プラスチック貯留槽設置状況

「岡⼭市浸⽔対策の推進に関する条例」の制定に伴い、「岡⼭市浸⽔対策基本計画」を作成し、そ
の実効性を担保し、浸⽔対策を実現するため、「岡⼭市浸⽔対策⾏動計画」を作成しました。目標

浸水対策ロードマップ

倉安川改修⼯事完了箇所

30年後）を⾒据えた、短期（概ね
５年）、中期（概ね10年）の施策
を策定し、進捗状況を適宜フォ
ローアップしながら、浸⽔対策を
推進しています。

3,000㎡以上の開発⾏為等には⾬⽔流出抑制対策の実施が必要

岡山市 資料２
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既存農業用水路の有効活用について：事前水位調整

 本市では、広大な岡山平野に農業用水路が
張り巡らされ、雨水排水の重要な役割を兼
ねている

 農業用水路であるため、かんがい期には水
位は高く保たれており、結果として貯留能
力が不足した状態となっている

 大雨時には農業用水路の水位が低下してい
れば、通水断面が確保されるとともに降雨
を貯留することも可能となる

 農業用水路の利水容量を一時的に貯留容量
として借りて浸水対策に活用している

 50㎝の水位低下により、1ha面積当たり約50
㎥の貯留容量

 仮に市街化区域全域で実施できた場合
50㎥/ha×10,388ha（市街化区域面積）＝

519,400㎥の貯留効果

農業用水路の有効活用

農業用水路の持つ貯留能力

水位調整前

水位調整後

約50cm低下

水位調整状況写真
主要幹線用水路網図

岡山駅

笹
ヶ
瀬
川

 貯留能力を発揮するためには、大雨が予想
される場合の事前の対応が重要

 気象情報等に基づき、取水制限及び事前排
水を実施するため、各管理者が連携した連
絡体制の強化が必要

岡山市

事前水位調整の体制イメージ

各施設操作員
• 合同用水等取水
樋門操作員

• 排水樋門操作員
• 農林排水機場運
転操作員等

下水道河川部局
• 下水道取水ゲー
ト及びポンプ場
の運転管理に活
用

農林部局
• 防災情報等を総
合的に勘案し、
取水制限等を判
断

情報
共有

操作
依頼

事前水位調整の取り組み

岡山市 資料３
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農業用水路等の事前水位調整について（実施状況）

平成２３年台風１２
号被害をきっかけに、
笹ヶ瀬川の東側では、
市管理者とゲート操
作者等との連絡体制
を強化

今後について

 笹ヶ瀬川の西側
地区でも、順次、
連絡体制を強化
し、段階的に事
前の水位調整の
運用を図る

後楽園

笹
ヶ
瀬
川

岡山駅

笹ヶ瀬川西側地区
の体制強化 旭川合同堰等

からの取水制限

足守川等からの取水

主要幹線用水路網図

H23年に大規模に浸水
↓

H30年豪雨では被害は
比較的軽微

平成３０年７月豪雨
では事前に水位調整
が実施され、浸水被
害が軽減

これまでの取組
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雨水流出抑制施設

岡⼭⻄部総合公園における砕⽯貯留槽設置状況

事例︓⺠間事業者によるプラス
チック貯留槽設置状況

「岡⼭市浸⽔対策の推進に関する条例」では、３，０００平⽅メートル以上の開発⾏為等における⾬⽔排⽔計画の協議の義務化や
⾬⽔流出抑制施設の設置に対する⺠間事業者への財政⽀援を⾏っています。公共・⺠間ともに、⾬⽔貯留、浸透施設の設置を推進
しています。

岡山市 資料４

採用工法（地表面貯留）

採用工法（地下空間貯留）

公共施設︓１０施設、総容量約５，６００㎥（R3.2.28時点) ⺠間施設︓３３施設、総容量約４，３００㎥（R3.2.20時点)

事例︓岡⼭⻄部総合公園
（整備中）

位置：岡山市北区北長瀬表町
交流・防災拠点として整備
総面積：14.3ヘクタール
貯留量：現在約２，６４０㎥

事例︓市街地再開発事業

⾬⽔流出抑制施設イメージ図

位置：岡山市北区中山下一丁目
構造：地下１階、地上２１階
竣工：平成３１年２月

敷地面積：２，６８１㎡
延床免責：２３，６９０㎡

地下１階に、貯留槽を設置
貯留量：１２５㎥ （イメージ）
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